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関係者各位

第40回ナカジマグループ学術研究会を開催

株式会社ナカジマ薬局（本社：札幌市中央区 代表取締役社

長：中島久司）を中心とするナカジマグループでは、1984年

（昭和59年）より毎年、薬剤師の自己研鑽・意見交換の場を

目的とし、全店の薬剤師が一堂に会して、「社内学術研究発表

会※」を行っております。

2023年10月8日（日）、40回目となる「ナカジマグループ

学術研究会」を札幌プリンスホテル 国際館パミールにて開催

いたしました。

■第40回「ナカジマグループ学術研究会」 概要

2023年10月8日（日） 12:00〜16:00

札幌プリンスホテル 国際館パミール

口頭発表演題

①札幌エリア ナサリーズ🄬販売アンケート調査

〜セルフメディケーションにおけるフォローへ向けて〜

②空知エリア 調剤薬局が取り組む糖尿病患者へのアプローチ

〜調剤後薬剤管理指導加算算定を通して〜

③帯広エリア テレフォン服薬サポート🄬の実施における適切な薬学的フォロー期間の比較検討

④函館エリア オムロン心電計付き血圧計を使用した患者への健康サポートの取り組み

⑤オホーツク・道外エリア マルチキナーゼ阻害薬誘発性高血圧への薬学的介入状況の実態調査

特別講演１ 東京歯科大学 口腔腫瘍外科学講座 助教 三邉 正樹 氏

Enterococcus faecalis 2001(EF-2001)サプリメントの口腔疾患における臨床効果

特別講演２ まべ五稜郭消化器・内視鏡クリニック 院長 間部 克裕 氏

“症状で受診”から、“健康だから検診、予防”へのシフト〜クリニックと薬局の役割〜

冒頭にナカジマグループ最高経営責任者の中島久司より、40回目を迎えての開会挨拶、弊社からの研究発表、

外部講師による特別講演が行われました。コロナ禍の影響からオンライン形式による開催が続いておりました

が、4年ぶりの集合形式となり、全国から185名の社員が参加しました。

※第1回〜12回は「ナカジマ薬局研究発表会」、13回〜23回は「北海道情報調剤研究会」、第24回から現在の「ナカジマグループ学術研究会」と名称を変えております。
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会社概要 株式会社ナカジマ薬局について https://www.nakajima-phar.co.jp/

保険薬局、医薬品小売販売事業を中心に本社のある札幌を拠点に北海道・関東・関西・福岡に店舗展開を進めています。

「患者様中心主義」を企業理念に、医療の主役は常に患者様であると考え、薬剤師をはじめとするスタッフ全員が常に患者様の健康

をサポートすることを心掛け業務に取り組んでいます。

本件に関するお問い合わせ

株式会社ナカジマ薬局 本社 薬局事業部

TEL：011-633-2345（平日9:00-18:00） FAX：011-633-2346

【特別講演１】

【特別講演２】

第40回という節目の学術研究会を集合形式で開催でき、より密な意見交換、

社員交流も図ることができ、薬剤師の研鑽を深めることができました。

この研究会が社員全体のスキルアップにつながり、多くの患者様に還元でき

るよう、これからも努めてまいります。

【口頭発表】

東京歯科大学 口腔腫瘍外科講座 三邉正樹先生より「Enterococcus 

faecalis 2001（EF-2001）サプリメントの口腔疾患における臨床効果」と

いう演題でご講演いただきました。

機能性食品であるEF-2001は、免疫増強作用、口腔細菌叢の調整により、

口腔カンジダ症効果が期待できるようです。また、様々な口腔疾患、腸疾患

に効果が期待できる可能性があり、三邉先生が取り組まれている様々な臨床

研究を、わかりやすくご紹介いただきました。

まべ五稜郭消化器・内視鏡クリニック 間部克裕先生より「“症状で受診”

から、“健康だから検診、予防”へのシフト〜クリニックと薬局の役割〜」と

いう演題でご講演いただきました。

内視鏡専門医である間部先生は、消化器がん検診によってがんの早期発見、

救命が可能である、と検診の重要性について、熱くお話しくださいました。

全国のナカジマグループのエリアごと、５演題の研究発表が行われまし

た。ナカジマグループが積極的に取り組んでいるテレフォン服薬サポート🄬

を活用した発表が多く、活発な意見交換が行われました。

最優秀賞には、帯広エリアが行った「テレフォン服薬サポート🄬の実施に

おける適切な薬学的フォロー期間の比較検討」が選ばれました。
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